
7　広報西ノ島５月号

議会だより

西
部
４
地
区
の
区
長
さ
ん
と
今
後
の
意
見
集
約
の
方

法
な
ど
を
相
談
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
両
学
校

跡
地
と
も
に
新
庁
舎
の
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

一
旦
中
断
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

新
年
度
に
再
度
、
同
様
の
会
議
を
立
ち
上
げ
、

関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

急
峻
な
地
形
が
多
い
本
町
に
あ
っ
て
貴
重
な
資

源
で
あ
る
の
で
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
移

転
候
補
地
と
し
て
の
活
用
等
を
含
め
検
討
す
る
。

尾 﨑 　 満
議 員

１
　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
と
新
年
度
予
算
編
成

　
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に

推
進
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

　「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
「
西
ノ
島

町
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
取
り
組
み
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
や
社
会
増

減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
末
の

総
人
口
が
目
標
値
を
100
人
程
度
上
回
る
見
込
み
な

ど
か
ら
、
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
お
い
て
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金

を
活
用
し
た
定
住
・
職
場
体
験
ツ
ア
ー
等
に
よ
り

『
新
し
い
人
の
流
れ
』
を
つ
く
り
、
従
来
の
産
業

振
興
諸
施
策
に
加
え
、「
専
門
系
事
務
職
場
誘
致

促
進
事
業
の
推
進
」、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

推
進
法
に
基
づ
く
取
り
組
み
」
な
ど
『
資
源
を

生
か
し
た
雇
用
を
創
出
』
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
子
育
て
支
援
策
を
も
っ
て
『
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
』
の
希
望
を
叶
え
る
よ
う
、
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

回
答
　
町
長

　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
町

の
未
来
を
支
え
る
合
言
葉
、「
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ

３
０
０
０
！
」
と
し
、
島
の
魅
力
を
活
か
し
、
伝

え
、
支
え
る
こ
と
に
よ
り
「
人
の
集
う
島
」
を
目

指
し
、
住
民
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
項
目
を
「
産

業
振
興
」、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」、「
環
境
」、「
情

報
発
信
」、「
教
育
」、「
生
活
基
盤
整
備
」
の
６

つ
の
体
系
に
整
理
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て

い
る
。

　
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
中
期
財
政
計
画

や
年
次
の
予
算
の
中
で
検
討
を
重
ね
、
議
会
に

も
諮
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

に
は
人
口
減
少
対
策
に
特
化
し
た
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
第
２
期
総
合
戦
略
の

計
画
期
間
に
入
る
。

　
総
合
振
興
計
画
は
、
住
民
生
活
に
係
る
行
政

２
　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
評
価
と
今
後
の

　
町
政
運
営
に
つ
い
て

活
動
の
指
針
を
網
羅
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
目
標
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
検
証
体
制
・
方
法
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
全
て
に
つ
い

て
検
証
作
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　
議
会
を
は
じ
め
、
総
合
戦
略
の
進
捗
を
管
理

す
る
推
進
会
議
、
区
長
会
、
各
種
団
体
、
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
頂
く
意
見
か
ら
課
題
を
見

い
だ
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
産
業
面
で
は
新
規
自
営
の
農
業
・
漁
業
者
の

誕
生
、
Ａ
級
グ
ル
メ
の
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
産
業

の
企
業
誘
致
、
海
藻
類
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
新
し
い
芽
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
芽
を

育
て
な
が
ら
、
先
述
し
た
新
規
施
策
に
取
り
組

み
、
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
、「
人
の
集

う
島
へ
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

東 保
議 員

「
町
外
の
若
い
女
性
と
の
交
流
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

本
町
は
若
い
女
性
が
非
常
に
少
な
い
。

若
い
女
性
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
に
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
隠
岐
汽
船
女
性
割
引
旅
券
の
発
行
と
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
依
頼
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
者
等
に
対
し
、
国
賀
海
岸
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
取
材
す
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ツ
ア
ー
実
施
後
に
新
聞
、
専
門
誌
の
掲
載
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
参
加
者
の
発
信
に
よ

り
、
100
万
を
超
え
る
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
度
に
は
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
来

島
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
今
年
度
は
移
住
促
進
ツ
ア
ー
や
、
お
客
様
が
ド

ロ
ー
ン
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
に
名
所
で
空
撮
し

た
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
計
画
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
単
独

で
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
、
体
験
ツ
ア
ー
等

を
企
画
す
る
際
に
、
一
つ
の
着
眼
点
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。
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回
答
　
町
長

　
市
町
村
民
経
済
計
算
は
「
県
民
経
済
計
算
」

を
市
町
村
ご
と
に
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

　
町
の
客
観
的
な
姿
を
表
す
指
標
と
し
て
、

住
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
を
推
計
し
て
い
る

点
な
ど
住
民
の
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

点
が
あ
る
一
方
で
、
数
値
の
公
表
が
３
年
程

度
遅
れ
る
こ
と
か
ら
速
報
性
に
か
け
、
総
合

戦
略
に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ(

※)

な
ど
に
用
い

る
指
標
と
し
て
は
採
用
し
に
く
い
も
の
と
考

え
る
。
市
町
村
民
経
済
計
算
に
つ
い
て
は
、

長
期
計
画
策
定
の
際
な
ど
に
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

（
※
）・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
、「
重
要
度
達
成
指
標
」

と
呼
ば
れ
、
目
標
達
成
の
た
め
の
、
各
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
そ
の
達
成
の
度
合
い
を
計

測
・
評
価
す
る
指
標
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
を
通
じ
、
地
域

の
子
供
達
に
町
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

地
元
で
の
就
業
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
関
す
る
意
識
付

け
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

２
　「
地
域
づ
く
り
事
業
組
合
」
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
本
年
６
月
４
日
に
施
行
と
な
る
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
１
月
に
「
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
に
つ
い
て
総
務
省
か

ら
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
に
島
根
県
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　
事
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
に
は
、
町
が
主

導
し
て
商
工
会
等
と
連
携
し
、
事
業
者
の
意
向

調
査
、
必
要
と
し
て
い
る
業
種
、
業
務
量
の
把

握
等
に
努
め
、
事
業
協
同
組
合
が
雇
用
す
る
人

数
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
事
務
局
体
制
、
事

業
組
合
の
最
適
な
組
織
規
模
、
事
業
資
金
計
画

等
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
制
度
は
、
季
節
ご
と
に
人
手
不
足
の
事
業

所
に
派
遣
で
き
る
な
ど
、
雇
用
側
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
の
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
運
営

し
て
い
く
中
で
の
課
題
と
な
る
。

　
今
後
は
、
３
月
末
頃
に
補
助
要
綱
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

令
和
２
年
度
の
組
合
設
立
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

小島　正春
議 員

１
　
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
費
に
対
す
る
補

　
助
に
つ
い
て

回
答
　
教
育
長

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
に

よ
り
施
設
設
備
の
整
備
費
や
修
繕
費
、
関
係
職

員
の
給
与
費
な
ど
は
設
置
者
で
あ
る
町
が
負
担

し
、
そ
れ
以
外
の
経
費
を
児
童
生
徒
の
保
護
者

が
負
担
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
全
国
の
公
立
小
中
学
校
で
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
４
．

４
％
と
僅
か
で
、
予
算
の
継
続
的
な
確
保
が
担

保
出
来
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
学
校
給
食
費
が
大
き
い
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
他
市
町
村
と
の
比
較
を
行

い
な
が
ら
、
給
食
原
材
料
費
の
概
ね
1/4
の
負
担

軽
減
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
に
配
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
低
所
得
者
世
帯
や
障
が
い
を
持
つ
児

童
生
徒
の
世
帯
に
は
別
の
助
成
制
度
も
設
け
て

い
る
。

　
現
状
に
お
い
て
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
重
要
性
、
支
払
い
に
困
ら
な
い
世
帯

に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
の
是
非
、
ま
た
、
一
度

無
償
化
し
た
ら
後
戻
り
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
課

題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２
　
新
庁
舎
建
設
後
の
遊
休
施
設
の
利
活
用
に
つ

　
い
て

回
答
　
町
長

　
新
庁
舎
完
成
後
に
旧
施
設
と
な
る
建
物
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
公
共
施
設
の
適
切
な

規
模
と
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
西
ノ
島
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」（
平
成
29
年
３
月
策
定
）

に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
を
令
和

２
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
質
問

の
施
設
も
、
こ
の
個
別
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、

今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
別
府
支
所
と
教
育
委
員
会（
ノ
ア
）に
つ
い
て
は
、

黒
木
公
民
館
、
中
央
公
民
館
と
し
て
の
機
能
を
残

す
方
向
で
考
え
て
お
り
、
環
境
整
備
課
に
つ
い
て

は
、
簡
易
水
道
の
施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
取
り
扱
い
を
含
め
協

議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
庁
舎
に
つ
い
て
は
増
改
築
を
繰
り
返

し
、
一
部
の
建
物
は
築
60
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
や
耐
震
性
に
も
問
題
が
あ
り
建
物
の
活
用
の

際
に
は
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
で
の
検
討
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

　
次
に
旧
浦
郷
小
学
校
、
旧
黒
木
小
学
校
の
跡
地

の
利
活
用
は
新
校
舎
が
完
成
後
、
東
部
６
地
区
、

④
　
町
の
活
力
を
は
か
る
物
差
し
と
し
て
の
市

　
町
村
民
経
済
計
算
に
つ
い
て

　
⑤
　
若
年
女
性
の
移
住
定
住
対
策

回
答
　
町
長
　

　
２
０
１
８
年
の
総
務
省
の
調
査
で
は

東
京
圏
へ
の
女
性
の
転
入
超
過
数
は

７
万
７
千
８
百
人
で
全
体
の
57
％
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
の
女
性
の
大
学
進
学
率

向
上
と
も
相
ま
っ
て
東
京
圏
へ
の
移
動
を
後

押
し
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
町
内
に
在
住
す
る
女
性
の
意
見
等
の
聴

取
や
離
島
に
興
味
を
持
つ
若
い
女
性
な
ど
を
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西
部
４
地
区
の
区
長
さ
ん
と
今
後
の
意
見
集
約
の
方

法
な
ど
を
相
談
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
両
学
校

跡
地
と
も
に
新
庁
舎
の
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

一
旦
中
断
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

新
年
度
に
再
度
、
同
様
の
会
議
を
立
ち
上
げ
、

関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

急
峻
な
地
形
が
多
い
本
町
に
あ
っ
て
貴
重
な
資

源
で
あ
る
の
で
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
移

転
候
補
地
と
し
て
の
活
用
等
を
含
め
検
討
す
る
。

尾 﨑 　 満
議 員

１
　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
と
新
年
度
予
算
編
成

　
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に

推
進
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

　「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
「
西
ノ
島

町
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
取
り
組
み
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
や
社
会
増

減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
末
の

総
人
口
が
目
標
値
を
100
人
程
度
上
回
る
見
込
み
な

ど
か
ら
、
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
お
い
て
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金

を
活
用
し
た
定
住
・
職
場
体
験
ツ
ア
ー
等
に
よ
り

『
新
し
い
人
の
流
れ
』
を
つ
く
り
、
従
来
の
産
業

振
興
諸
施
策
に
加
え
、「
専
門
系
事
務
職
場
誘
致

促
進
事
業
の
推
進
」、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

推
進
法
に
基
づ
く
取
り
組
み
」
な
ど
『
資
源
を

生
か
し
た
雇
用
を
創
出
』
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
子
育
て
支
援
策
を
も
っ
て
『
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
』
の
希
望
を
叶
え
る
よ
う
、
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

回
答
　
町
長

　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
町

の
未
来
を
支
え
る
合
言
葉
、「
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ

３
０
０
０
！
」
と
し
、
島
の
魅
力
を
活
か
し
、
伝

え
、
支
え
る
こ
と
に
よ
り
「
人
の
集
う
島
」
を
目

指
し
、
住
民
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
項
目
を
「
産

業
振
興
」、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」、「
環
境
」、「
情

報
発
信
」、「
教
育
」、「
生
活
基
盤
整
備
」
の
６

つ
の
体
系
に
整
理
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て

い
る
。

　
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
中
期
財
政
計
画

や
年
次
の
予
算
の
中
で
検
討
を
重
ね
、
議
会
に

も
諮
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

に
は
人
口
減
少
対
策
に
特
化
し
た
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
第
２
期
総
合
戦
略
の

計
画
期
間
に
入
る
。

　
総
合
振
興
計
画
は
、
住
民
生
活
に
係
る
行
政

２
　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
評
価
と
今
後
の

　
町
政
運
営
に
つ
い
て

活
動
の
指
針
を
網
羅
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
目
標
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
検
証
体
制
・
方
法
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
全
て
に
つ
い

て
検
証
作
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　
議
会
を
は
じ
め
、
総
合
戦
略
の
進
捗
を
管
理

す
る
推
進
会
議
、
区
長
会
、
各
種
団
体
、
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
頂
く
意
見
か
ら
課
題
を
見

い
だ
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
産
業
面
で
は
新
規
自
営
の
農
業
・
漁
業
者
の

誕
生
、
Ａ
級
グ
ル
メ
の
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
産
業

の
企
業
誘
致
、
海
藻
類
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
新
し
い
芽
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
芽
を

育
て
な
が
ら
、
先
述
し
た
新
規
施
策
に
取
り
組

み
、
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
、「
人
の
集

う
島
へ
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

東 保
議 員

「
町
外
の
若
い
女
性
と
の
交
流
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

本
町
は
若
い
女
性
が
非
常
に
少
な
い
。

若
い
女
性
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
に
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
隠
岐
汽
船
女
性
割
引
旅
券
の
発
行
と
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
依
頼
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
者
等
に
対
し
、
国
賀
海
岸
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
取
材
す
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ツ
ア
ー
実
施
後
に
新
聞
、
専
門
誌
の
掲
載
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
参
加
者
の
発
信
に
よ

り
、
100
万
を
超
え
る
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
度
に
は
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
来

島
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
今
年
度
は
移
住
促
進
ツ
ア
ー
や
、
お
客
様
が
ド

ロ
ー
ン
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
に
名
所
で
空
撮
し

た
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
計
画
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
単
独

で
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
、
体
験
ツ
ア
ー
等

を
企
画
す
る
際
に
、
一
つ
の
着
眼
点
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。


